
は
じ
め
に

宗
教
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
関
わ
る
事
件
、
ト
ラ
ブ

ル
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
観
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
、
世

界
的
紛
争
、
社
会
的
事
件
、
市
民
社
会
で
の
不
法
行
為
、
迷

惑
行
為
に
対
し
て
、
宗
教
学
を
含
む
諸
学
に
よ
る
分
析
的
、
批

判
的
な
研
究
は
、
す
で
に
夥
し
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
諸
次

元
の
事
件
化
を
、
多
元
的
か
つ
統
合
的
に
研
究
す
る
視
点
は

ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
﹁
法
﹂
は
互
い
に
矛

盾
す
る
の
が
通
則
で
あ
り
、
そ
の
か
ら
み
合
い
が
、
事
件
化

の
隠
れ
た
一
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
予
感
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
が
目
指
す
の
は
、
こ
の
よ
う
な
分
離
し
が
ち
な
︵
し
か

し
分
離
し
き
れ
な
い
︶
宗
教
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
諸
次

元
と
そ
の
事
件
化
を
、﹁
合
法
︵
則
︶
性
﹂
と
い
う
基
準
で
並

べ
、
そ
れ
ら
の
位
置
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

各
﹁
法
﹂
の
内
部
で
、
あ
れ
こ
れ
の
条
項
が
侵
犯
さ
れ
て

事
件
化
す
る
の
は
、
誰
の
目
に
も
見
え
や
す
く
、
事
後
に
そ

の
﹁
法
﹂
体
系
に
従
っ
て
処
理
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
も
わ
か
り

や
す
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
﹁
法
﹂
の
射
程
に
収
ま

ら
な
い
別
の
要
素
が
か
な
ら
ず
あ
っ
て
、
無
視
で
き
な
い
ほ

ど
の
度
合
い
に
な
る
と
、
他
の
﹁
法
﹂
を
考
慮
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
る
。
諸
﹁
合
法
︵
則
︶
性
﹂
と
そ
の
か
ら
み
合
い
と

い
う
複
眼
的
な
視
点
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
宗
教
・
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
事
件
化
の
死
角
を
減
ら
す
こ
と
が
、
期
待

さ
れ
る
。

な
お
、
と
く
に
強
調
す
る
必
要
が
な
い
場
合
は
、﹁
宗
教
・

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
﹂
は
﹁
宗
教
﹂、﹁
合
法
︵
則
︶
性
﹂

は
﹁
合
法
性
﹂
で
代
表
し
、
煩
雑
を
避
け
る
。

1
そ
れ
ぞ
れ
の「
法
」の
射
程

宗
教
の
事
件
化
に
関
す
る
従
来
の
研
究
は
、﹁
事
件
﹂
が

﹁
社
会
﹂
に
お
け
る
出
来
事
を
指
す
日
常
語
で
あ
る
た
め
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
四
つ
の
領
域
に
焦
点
が
あ
る
。

一
つ
め
、
世
界
規
模
、
国
際
規
模
の
も
の
と
し
て
、
国
家

間
、
地
域
間
そ
の
他
の
集
団
間
の
宗
教
対
立
、
宗
教
戦
争
、
戦

闘
的
原
理
主
義
に
よ
り
、
人
類
的
な
文
化
遺
産
や
無
辜
の
市

民
生
活
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
極
端
に
解
釈
さ
れ
た
宗
教
的

語
彙
を
中
心
に
据
え
て
、﹁
人
道
﹂
的
、﹁
近
代
﹂
的
な
諸
価

値
、
そ
の
背
後
に
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
キ
リ
ス
ト
教
的
な
諸

価
値
と
衝
突
す
る
I
S
︵﹁
イ
ス
ラ
ム
国
﹂︶
の
事
例
は
、
こ
の

典
型
で
あ
る
。

二
つ
め
、
国
内
規
模
の
も
の
と
し
て
、
政
府
や
国
教
勢
力

に
よ
る
諸
宗
教
の
弾
圧
が
し
ば
し
ば
起
こ
る
。﹁
思
想
、
信
条
、

信
仰
の
自
由
﹂
と
い
う
基
本
的
権
利
は
、
権
力
に
よ
っ
て
し

ば
し
ば
侵
害
さ
れ
る
。
逆
に
、
急
進
的
﹁
宗
教
﹂
に
よ
る
武

力
︵
軍
隊
、
警
察
、
ゲ
リ
ラ
、
テ
ロ
︶
を
動
員
し
た
﹁
革
命
﹂

が
あ
る
。
定
義
上
、﹁
革
命
﹂
は
、
現
︵
旧
︶
体
制
の
持
つ
実

定
﹁
法
﹂︵
国
家
転
覆
罪
な
ど
︶
に
触
れ
る
が
、
実
定
法
が
か

な
り
統
制
的
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
非
武
装
の
大
衆
に
よ
る

﹁
無
血
﹂
革
命
で
あ
っ
た
場
合
、
よ
り
高
い
法
の
レ
ベ
ル
で
合

法
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

三
つ
め
、
市
民
社
会
規
模
の
も
の
と
し
て
、
宗
教
団
体
に

よ
る
反
社
会
的
行
為
、
ま
た
そ
の
内
部
で
は
教
師
に
よ
る
信

者
の
抑
圧
や
虐
待
、
職
場
の
宗
教
差
別
が
起
こ
っ
て
い
る
。

種
類
や
度
合
い
に
よ
っ
て
は
、
刑
法
に
触
れ
る
性
格
が
あ
っ

て
も
、
加
害
者
側
は
﹁
信
教
の
自
由
﹂
を
理
由
に
、
警
察
や

司
法
の
介
入
を
阻
む
こ
と
が
あ
る
。

宗
教
・ス
ピ
リ
チュ
ア
リ
ティ
の
諸
合
法（
則
）性

の
か
ら
み
合
い

第
一
部
❖
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力

津
城
寛
文

筑
波
大
学
大
学
院
国
際
日
本
研
究
専
攻
教
授
／
宗
教
学
・
神
道
行
法
研
究

26

第一部 ❖身心変容技法と霊的暴力



四
つ
め
、
私
的
領
域
に
お
け
る
も
の
と
し
て
、
小
規
模
で

散
発
的
、
非
組
織
的
な
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
お
け
る
不
法
行

為
、
迷
惑
行
為
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
、
随
所
で
生
活
者
を
巻

き
込
ん
で
い
る
。﹁
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
﹂
は
、
定
義
上
、
刑
事
事

件
未
満
か
、
あ
る
い
は
ス
レ
ス
レ
の
た
め
表
面
化
し
に
く
く
、

事
態
が
深
刻
化
し
た
時
点
で
、
は
じ
め
て
﹁
事
件
﹂
化
す
る
。

こ
の
よ
う
に
区
分
け
す
る
だ
け
で
も
、﹁
合
法
﹂
と
い
う
場

合
、
何
の
﹁
法
﹂
に
対
し
て
合
致
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題

が
改
め
て
浮
上
す
る
。
ま
た
三
つ
め
と
四
つ
め
の
領
域
で
起

こ
る
被
害
は
、
外
面
よ
り
も
内
面
に
お
い
て
深
刻
な
こ
と
が

あ
り
、
そ
の
場
合
、﹁
社
会
﹂
事
件
と
し
て
だ
け
観
察
す
る
と
、

深
刻
な
被
害
の
現
場
︵
内
面
︶
が
死
角
に
入
っ
て
し
ま
う
。
内

面
の
事
件
現
場
に
適
切
に
対
応
し
、
被
害
者
を
ケ
ア
す
る
た

め
に
は
、
社
会
領
域
の
区
分
け
と
は
別
の
、
効
果
的
な
テ
ー

マ
設
定
が
必
要
に
な
る
。

事
典
レ
ベ
ル
で
考
え
た
だ
け
で
も
、﹁
法
﹂
は
﹁
自
然
法
﹂

﹁
永
遠
の
法
﹂﹁
天
道
﹂﹁
人
道
﹂
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
理
念
的

な
も
の
か
ら
、
大
小
、
善
悪
の
﹁
実
定
法
﹂、
地
域
や
時
代
の

慣
習
法
、
大
小
集
団
の
私
的
取
り
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が

持
つ
﹁
良
心
﹂
と
い
っ
た
内
心
の
﹁
法
﹂
等
々
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
人
間
原
理︵anthropic 

principle

︶
と
は
遠
い
レ
ベ
ル
の
自
然
法
則
が
あ
り
、
人
間
に

近
い
と
は
い
え
超
人
間
的
︵super-hum

an

︶
な
歴
史
法
則
が

あ
る1

。
と
く
に
身
心
論
と
い
う
テ
ー
マ
設
定
を
す
る
こ
と
で
、

そ
の
よ
う
な
極
大
レ
ベ
ル
︵
そ
れ
と
﹁
反
対
の
一
致
﹂
関
係
に

あ
る
極
微
レ
ベ
ル
︶
が
前
景
化
す
る
。
何
よ
り
も
、
身
心
論
は

外
面
と
内
面
を
射
程
に
入
れ
て
お
り
、
テ
ー
マ
設
定
そ
の
も

の
が
、
複
眼
的
な
視
野
を
組
み
込
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
こ
と
は
、
諸
宗
教
学
に
お
い
て
も
ち
ろ
ん
自
覚
さ
れ

て
は
い
る
が
、
従
来
あ
ま
り
強
調
さ
れ
な
か
っ
た
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
。

2
身
心
論
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
問
題
と

合
法
性

身
心
論
は
、
狭
く
は
人
間
の
﹁
肉
体
と
精
神
﹂
の
関
係
を

問
い
、
抽
象
的
に
は
﹁
物
質
と
精
神
﹂、
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で

は
﹁
宇
宙
と
宇
宙
霊
︵
魂
︶﹂
と
い
っ
た
問
い
も
あ
る
。
宇
宙

全
体
よ
り
一
〇
の
何
乗
分
の
一
の
規
模
で
は
、
ガ
イ
ア
と
い

う
地
球
生
命
体
の
身
心
論
が
あ
り
、
さ
ら
に
一
〇
の
数
乗
分

の
一
の
規
模
で
は
、
国
家
と
い
う
政
治
体
と
そ
の
精
神
と
い

っ
た
政
治
的
身
心
論
も
あ
る
。
少
な
く
と
も
明
ら
か
な
の
は
、

身
心
問
題
に
も
、
ス
ケ
ー
ル
を
異
に
す
る
諸
次
元
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
・
ペ
ン
ロ
ー
ズ
は
入
門
書
で
、﹁
こ
の
宇
宙
で
扱

わ
ね
ば
な
ら
な
い
ス
ケ
ー
ル
﹂、
つ
ま
り
一
〇
の
数
十
乗
倍
の

ス
ケ
ー
ル
の
時
空
間
の
中
で
、
人
間
が
占
め
て
い
る
位
置
を
、

﹁
人
間
ス
ケ
ー
ル
﹂
と
呼
ん
で
、﹁
こ
う
し
た
種
々
の
異
な
る

ス
ケ
ー
ル
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
物
理
学
が
あ
て
は
ま
る

の
か
？
﹂
と
問
い
か
け
て
い
る2

。

神
秘
思
想
と
量
子
物
理
学
の
先
端
的
な
話
題
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
他
の
特
定
ス
ケ
ー
ル
の
先
端
的
な
話
題
も
、
私
の
能
力

を
超
え
て
い
る
。
私
が
試
み
た
い
の
は
、
種
々
の
異
な
る
ス

ケ
ー
ル
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
学
の
有
効
性
の
射
程

は
ど
こ
ま
で
あ
り
、
ど
こ
か
ら
無
効
、
無
力
に
な
る
の
か
、
ス

ケ
ー
ル
を
区
別
し
て
浮
き
彫
り
す
る
作
業
で
あ
る
。
規
模
が

異
な
る
対
象
に
は
、
適
合
す
べ
き
尺
度
が
異
な
っ
て
き
て
、
諸

次
元
を
論
じ
る
適
切
な
語
彙
が
あ
る
と
い
う
、
当
然
の
こ
と

が
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
た
め
、
そ
の
よ
う
な
知
的
逸
脱
や
あ
ら

ゆ
る
非
合
法
的
な
錯
誤
が
起
こ
る
。

中
間
的
な
意
味
で
の
身
心
論
は
、
物
理
的
、
生
理
的
、
心

理
的
身
体
の
関
係
を
め
ぐ
る
も
の
で
、
身
体
技
法
、
身
体
知
、

身
心
相
関
な
ど
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。
こ
れ
を
グ
ロ
ス
・

レ
ベ
ル
︵
あ
る
い
は
バ
イ
オ
・
レ
ベ
ル
︶
の
身
心
論
と
呼
ぼ
う
。

こ
の
中
間
地
点
か
ら
、
心
理
的
身
体
の
ほ
う
に
焦
点
を
移

し
て
い
く
と
、
ボ
デ
ィ
・
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
心
理
学
用
語
、
ア

ス
ト
ラ
ル
体
、
エ
ー
テ
ル
体
、
メ
ン
タ
ル
体
と
い
っ
た
神
智

学
用
語
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
、
物
理
的
身
体
測
定

で
は
検
出
さ
れ
な
い
微
細
な
レ
ベ
ル
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ

を
サ
ト
ル
・
レ
ベ
ル
︵
あ
る
い
は
サ
イ
コ
・
レ
ベ
ル
︶
の
身
心

論
と
呼
ぼ
う
。

逆
に
、
ス
ケ
ー
ル
を
や
や
大
き
く
し
て
、
人
間
集
団
の
ほ

う
に
焦
点
を
移
し
て
い
く
と
、
人
間
関
係
の
倫
理
・
道
徳
が

問
題
と
な
る
次
元
は
、
群
衆
︵
マ
ス
︶
心
理
学
、
社
会
心
理

学
、
組
織
社
会
学
、
社
会
運
動
論
な
ど
、
い
わ
ば
社
会
的
身

心
論
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
対
象
と
な
る
﹁
身
﹂
は
、
小

さ
く
は
家
族
と
い
う
共
同
体
、
地
域
共
同
体
、
自
治
体
か
ら
、

大
き
く
は
政
体
、
文
化
圏
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
ま
で
広
が
る
。

こ
れ
を
マ
ス
・
レ
ベ
ル
︵
あ
る
い
は
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
︶
の
身

心
論
と
呼
ぼ
う
。

人
間
集
団
の
規
模
で
は
な
く
、
環
境
レ
ベ
ル
の
ス
ケ
ー
ル

を
大
き
く
し
て
い
く
と
、
生
態
系
、
大
地
、﹁
ガ
イ
ア
﹂、
と

く
に
聖
地
が
、
環
境
倫
理
、
生
態
学
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
エ
コ
・
レ
ベ
ル
︵
あ
る
い
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
・

レ
ベ
ル
︶
の
身
心
論
と
呼
ぼ
う
。

量
子
論
と
宇
宙
論
は
、﹁
反
対
の
一
致
﹂
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
極
微
と
極
大
は
議
論
が
似
て
く
る
。﹁
物
質
と
精
神
﹂
と

い
っ
た
二
分
法
以
前
の
根
源
的
原
理
が
要
請
さ
れ
、
極
微
と

極
大
の
統
一
的
な
記
述
が
目
指
さ
れ
る
。
伝
統
的
な
神
秘
思

想
で
は
、﹁
無
﹂
そ
の
他
の
極
限
的
無
限
的
用
語
で
語
ら
れ
て

き
た
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
こ
れ
を
ミ
ニ
マ
ム
・
マ
ク
シ
マ
ム
・

レ
ベ
ル
︵
あ
る
い
は
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ト
・
レ
ベ
ル
︶
の
身
心
論

と
呼
ぼ
う
。

こ
れ
ら
各
レ
ベ
ル
の
身
心
論
を
整
理
、
配
列
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
従
う
べ
き
﹁
法
﹂
は
何
か
、
そ
れ
ら
は
ど
う
か
ら
み
合

う
か
、
と
設
問
す
る
こ
と
で
、
身
心
論
の
合
法
性
の
射
程
を
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見
積
も
る
準
備
を
整
え
た
い3

。

細
か
い
作
業
は
次
回
の
課
題
と
し
て
、
今
回
の
覚
書
で
は
、

﹁
身
心
論
﹂
と
﹁
霊
的
暴
力
﹂
と
い
う
テ
ー
マ
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
レ
ベ
ル
で
は
、
ど
の
よ
う
な
固
有
問
題
を
持
っ
て
い
る
か
、

ス
ケ
ッ
チ
し
て
お
く
。
エ
コ
・
レ
ベ
ル
︵
プ
ラ
ネ
タ
リ
・
レ
ベ

ル
︶
や
ミ
ニ
マ
ム
・
マ
ク
シ
マ
ム
・
レ
ベ
ル
︵
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ

ト
・
レ
ベ
ル
︶
の
身
心
論
は
、
時
間
・
空
間
の
ス
ケ
ー
ル
が
ま

さ
に
人
間
原
理
を
超
え
て
い
る
た
め
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ス
ケ

ー
ル
は
死
角
に
な
り
や
す
い
。
と
く
に
縮
尺
の
切
り
替
え
機

能
が
停
止
す
る
と
、
こ
の
立
場
は
暴
力
化
し
、
現
世
的
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
を
損
な
う
。﹁
エ
コ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
﹂﹁
ア
ン
チ
・

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
﹂
な
ど
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
、
こ
れ
で
あ

る
。グ

ロ
ス
・
レ
ベ
ル
︵
バ
イ
オ
・
レ
ベ
ル
︶
の
身
心
論
は
、
最

も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
実
践
と
研
究
の
領
域
で
、
体
験
的
、
哲
学

的
、
自
然
科
学
的
な
成
果
が
蓄
積
さ
れ
、
共
有
さ
れ
、
生
産

的
に
な
る
可
能
性
が
大
き
い
。
本
科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中

心
で
も
あ
り
、
具
体
的
な
身
体
技
法
、
精
神
技
法
の
効
果
を

測
定
し
、
よ
い
効
果
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
、
他
方
で
そ
の
プ
ロ

セ
ス
で
報
告
さ
れ
る
﹁
暴
力
﹂﹁
症
状
﹂
の
抑
制
、
防
止
の
た

め
の
知
見
が
期
待
さ
れ
て
い
る
領
域
で
あ
る
。

サ
ト
ル
・
レ
ベ
ル
︵
サ
イ
コ
・
レ
ベ
ル
︶
は
、
歴
史
的
に
報

告
さ
れ
て
い
る
、
通
常
能
力
を
超
え
た
超
常
能
力
や
現
象
を

射
程
に
入
れ
た
も
の
で
、
超
心
理
学
が
足
踏
み
を
し
て
い
る

こ
と
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
研
究
や
実
践
の
困
難
が
大

き
い
。﹁
問
題
化
す
る
︵problem

atic, polem
ical

︶﹂
と
さ
れ
る

領
域
で
も
あ
る
が
、︵
自
然
︶
科
学
的
な
扱
い
を
遠
い
将
来
に

見
据
え
つ
つ
、
人
文
的
な
歴
史
研
究
、
理
論
的
考
察
は
、
従

来
の
﹁
神
秘
主
義
﹂
研
究
、﹁
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
﹂
研
究
を
引

き
継
ぐ
形
で
、
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
達
人
に
特
有
の

﹁
暴
力
﹂
と
し
て
、
世
界
観
、
生
命
観
そ
の
他
の
話
題
に
関
す

る
神
学
的
、
神
話
的
暴
力
が
考
え
ら
れ
る
。

マ
ス
・
レ
ベ
ル
︵
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
︶
の
身
心
論
は
、
社
会

的
身
心
論
と
言
い
換
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
社
会
学
と
密
接
で

あ
り
、
前
節
で
あ
げ
た
四
領
域
の
研
究
に
そ
の
ま
ま
接
続
す

る
。
大
小
の
人
間
集
団
の
持
つ
、
固
有
の
人
間
関
係
の
力
学

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
﹁
精
神
﹂
が
あ
る
。
一
般
的
な

用
語
で
﹁
団
体
精
神
︵esprit de corps

︶﹂
と
言
わ
れ
る
も
の
は
、

私
の
関
心
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
団
レ
ベ
ル
の
﹁
法
﹂
の

前
提
と
な
る
。
自
覚
化
、
明
文
化
さ
れ
た
﹁
法
﹂
は
、
そ
の

集
団
に
と
っ
て
拘
束
力
を
持
ち
、
成
員
の
身
心
の
行
い
は
合

法
性
を
問
わ
れ
る
。
か
つ
、
集
団
も
そ
の
精
神
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
限
定
さ
れ
た
境
界
を
持
ち
、
つ
ね
に
外
部
︵
上
部
、
下

部
︶
と
せ
め
ぎ
合
う
ほ
ど
か
ら
み
合
っ
て
い
る
の
で
、﹁
合
法

性
の
か
ら
み
合
い
﹂
と
い
う
テ
ー
マ
設
定
が
、
こ
こ
で
最
も

効
果
的
に
な
る
。

展
　
望

そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
の
研
究
は
夥

お
び
た
だし
い
が
、﹁
宗
教
・
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
合
法
性
﹂
を
、
射
程
を
最
大
限
に
し
て
整

理
す
る
こ
と
で
、
基
盤
理
論
の
構
築
、
整
備
、
洗
練
が
期
待

さ
れ
る
。
こ
れ
は
た
だ
安
易
に
楽
観
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

適
切
な
問
い
か
け
そ
の
も
の
が
、
よ
い
答
え
を
引
き
寄
せ
る

と
い
う
通
則
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
広
大
な
領
域
を
、﹁
宗

教
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
合
法
性
﹂
を
問
い
か
け
る
現

場
と
し
て
描
き
直
す
こ
と
で
、宗
教
史
の
新
た
な
情
景
が
見
え
て

く
る
。
宗
教
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
、個
人
の
生
活
と
社
会

の
調
和
に
、
よ
い
機
能
を
果
た
す
よ
う
な
指
標
を
、
大
ま
か

に
提
示
す
る
こ
と
で
、
公
的
領
域
か
ら
私
的
領
域
に
わ
た
る
、

ま
た
身
心
両
面
に
わ
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
が
最
小
化
し
て

ゆ
け
ば
、
社
会
に
対
し
て
も
、
個
人
に
対
し
て
も
、
よ
い
貢

献
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
覚
書
を
出
発
点
と

し
て
、
次
年
度
以
降
の
作
業
を
進
め
た
い
。

注1
　
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ト
イ
ン
ビ
ー
﹃
歴
史
の
研
究
﹄
第
一
一
編

﹁
歴
史
に
お
け
る
法
則
と
自
由
﹂
冒
頭
参
照
。﹁
合
法
性
﹂
と

は
お
も
に
人
間
原
理
に
関
す
る
語
彙
で
あ
り
、
人
間
か
ら
遠

い
場
合
、﹁
合
法
則
性
﹂
と
区
別
す
る
の
が
、
誤
解
を
避
け

る
の
に
有
効
で
あ
る
。﹁
合
法
︵
則
︶
性
﹂
と
い
う
表
記
は
、

こ
の
両
者
を
含
む
意
味
を
込
め
た
も
の
で
あ
る
。

2
　
ロ
ジ
ャ
ー
・
ペ
ン
ロ
ー
ズ
、
中
村
和
幸
訳
﹃
心
は
量
子
で
語

れ
る
か

︱
21
世
紀
物
理
の
進
む
べ
き
道
を
さ
ぐ
る
﹄
講
談

社
、
一
九
九
九
年
、
三
二
～
三
五
頁
︵
原
題The Large, the 

Small and the H
uman M

ind

の
別
訳
は
﹃
宇
宙
・
量
子
・
人
間

の
心
﹄︶。
こ
の
問
い
を
、﹁
種
々
の
異
な
る
ス
ケ
ー
ル
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
宗
教
学
が
当
て
は
ま
る
の
か
？
﹂
と
言

い
換
え
る
と
、
私
が
考
え
て
み
た
い
問
題
の
導
入
に
な
る
。

3
　
宇
宙
・
量
子
・
人
間
の
心
と
い
う
三
題
話
は
、
超
心
理
学
や

ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
で
好
ま
れ
る
課
題
設
定
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
弟
子
の
哲
学
者
ジ
ャ
ン
・
ギ
ド
ン
と
、

量
子
物
理
学
者
ボ
ク
ダ
ノ
フ
兄
弟
の
対
話
は
、
そ
の
よ
う
な

典
型
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
・
ギ
ド
ン
、
グ
リ
シ
ュ
カ
・
ボ
ク
ダ

ノ
フ
、
イ
ゴ
ー
ル
・
ボ
ク
ダ
ノ
フ
、
幸
田
礼
雄
訳
﹃
神
と
科

学

︱
超
実
在
論
に
向
か
っ
て
﹄
新
評
論
、
一
九
九
二
年
。
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